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ここは、私の大好きなスケッチポ
イントのひとつ。東京湾にそそぎ
込む手前のこの辺りでは、川の
表情もゆったりとしている。この
日もぽっかりと開けた景色のなか
で、のんびりとスケッチしていたら、
海風に乗ってほのかな潮の香り
が漂ってきた。

鹿児島県出身。武蔵野美術大学に学び、劇
団四季を経て、NHK朝の連続テレビ小説
『ロマンス』主演でテレビデビュー。映画・テ
レビ・舞台で俳優として活躍する一方、アジア
を中心に世界各地の絵を描き続ける。今春、
20冊目の画集『もっといい加減なスケッチの
旅』を発刊。金曜時代劇『密命 寒月霞斬り』
主演（テレビ東京系列）。
公式HP http://www.officetaka.co.jp

TR／ティーアールは、東京都道路整備保全公社の事業を表すブランドネームです。
この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

表紙・榎木孝明の世界

C o n t e n t s

（「初夏のにおい」スケッチ場所／東京・春海橋より）
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昭和31年（1956）に開通した桜通り（京王線の府中駅から程近い、府中市寿町二丁
目～府中町三丁目辺り）には、188本のソメイヨシノが植えられています。約1,100メ
ートルにわたり続く桜のアーチがまち並みを飾り、見ごたえ満点です。毎年、3月下
旬から4月上旬に、「市民桜まつり」が開催され、期間中には府中公園・寿通り公園
等で様々なイベントが行われます。

2

春は桜の名所として知られる府中市の桜通り。
見事な桜のアーチが道行く人を楽しませてくれます。

桜の街として有名な府中市には、様々な桜の名所が点在しています。

中でも188本のソメイヨシノが通りいっぱいにひろがる

桜通りは、府中市の桜の名所の代表といえます。

ケヤキ並木の北端から東西にのびる桜通りを彩る桜のアーチは圧巻で、

毎年この桜を見るために、多くの人たちが府中を訪れます。
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新
橋
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た

汐
留
シ
オ
サ
イ
ト

お
じ
さ
ん
の
街
の
代
名
詞・
新
橋
界
隈
が
、

新
し
い
街・
汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
の
誕
生
で
若
い

人
た
ち
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
汐
留
」の
名
称
は
昭
和
40
年（
1
9
6
5
）

に
廃
止
さ
れ
、今
、こ
の
あ
た
り
は「
東
新
橋
」

の
地
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

汐
留
は
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
埋
め
立
て

が
行
わ
れ
、そ
の
後
は
松
平
家
な
ど
の
大
名

屋
敷
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
昭
和
に
な
る
と

鉄
道
、
特
に
貨
物
輸
送
の
一
大
拠
点
と
な
り

ま
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
戦
後
も
長
い
間
、物
資

輸
送
の
巨
大
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
、
日
本
の
高

度
成
長
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
道

路
網
の
整
備
や
運
輸
事
情
の
変
化
に
よ
っ
て
、

徐
々
に
表
舞
台
か
ら
遠
ざ
か
り
、
昭
和
61
年

（
1
9
8
6
）、汐
留
駅
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
J
R
新
橋
駅
は
、大
正
3
年（
1
9
1

4
）に
そ
れ
ま
で「
烏
森

駅
」と
呼
ば
れ
て
い
た

駅
を
改
称
。
同
時
に
新

橋
停
車
場
を「
汐
留
駅
」

と
し
ま
し
た
。

こ
の
旧
国
鉄
の
汐
留

貨
物
駅
跡
地
に
、
官
民

の
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

誕
生
し
た
の
が
汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
。
5
区
・

11
街
区
に
分
け
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
街
区
は

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

景
観
デ
ザ
イ
ン
や
歩
行
環
境
に
も
配
慮
さ
れ

た
こ
の
街
に
は
、今
、
日
本
を
代
表
す
る
企

業
の
本
社
ビ
ル
や
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

鉄
道
発
祥
の
地
・
汐
留
に
ふ
さ
わ
し
い
旧

新
橋
停
車
場
も
平
成
15
年（
2
0
0
3
）4

月
に
オ
ー
プ
ン
。
日
本
初
の
鉄
道
駅
舎
の
外

観
と
ホ
ー
ム
の
一
部
が
再
現
さ
れ
、
建
物
内

に
は
入
場
無
料
の『
鉄
道
歴
史
展
示
室
』も
あ

り
ま
す
。

汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
の
待
ち
合
わ
せ
の
定
番

は
、カ
レ
ッ
タ
汐
留
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペー
ス
に
あ

る
ユ
ニ
ー
ク
な「
亀
の
噴
水
」。
10
時
〜
22
時
の

毎
正
時
ご
と
に
約
20
分
間
、大
き
な
亀
の
背

中
か
ら
霧
の
よ
う
な
水
が
噴
き
上
が
り
ま
す
。

カ
レ
ッ
タ
汐
留
の
名
称
は
、コ
ン
セ
プ
ト
の

「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」と
悠
々
と
生
き
る
亀
の
イ
メ

ー
ジ
と
を
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
で
、
幸
運
を

呼
ぶ
・ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
学
名「C

aretta
C
aretta

」に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て

浜
離
宮
か
ら
水
上
バ
ス
で

隅
田
川
の
橋
め
ぐ
り
も
お
奨
め
!!

汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
の
高
層
ビ
ル
群
の
す
ぐ

前
に
広
が
る
の
が
、
徳
川
将
軍
家
ゆ
か
り
の

浜
離
宮
。
正
式
名
称
は
東
京
都
浜
離
宮
恩
賜

庭
園
。
築
地
川
に
架
か
る
石
造
り
の
重
厚
な

大
手
門
橋
を
渡
る
と
正
門
で
す
。
大
手
門
橋

を
バッ
ク
に
、故
・
黒
川
紀
章
氏
が
設
計
し
た

中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ
ー
ビ
ル
の
外
観
が
ひ
と
き

わ
目
立
っ
て
い
ま
す
。

浜
離
宮
は
、
寛
永
年
間
ま
で
は
将
軍
家
の

鷹
狩
場
で
一
面
の
芦

原
で
し
た
。
こ
こ
に

初
め
て
屋
敷
を
建
て

た
の
は
、
4
代
将
軍

家
綱
の
弟
・
甲
府
宰

相
の
松
平
綱
重
。
綱
重
の
子
供
の
綱
豊（
家

宣
）が
6
代
将
軍
と
な
っ
た
の
を
契
機
に
屋

敷
は
将
軍
家
の
別
邸
と
な
り
、名
称
も
浜
御

殿
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
造
園
・
改
修
工
事

が
行
わ
れ
、
11
代
将
軍
家
斉
の
時
に
ほ
ぼ
現

在
の
姿
の
庭
園
が
完
成
。
潮
入
の
池
と
二
つ

の
鴨
場
を
も
つ
江
戸
時
代
の
代
表
的
な
大
名

庭
園
は
、一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

庭
園
内
に
は
水
上
バ
ス
乗
り
場
が
あ
り
、

隅
田
川
の
橋
め
ぐ
り
も
お
奨
め
で
す
。

築
地
名
物
・魚
が
し
横
丁
に
は

1
4
0
軒
も
の
商
店
が
ひ
し
め
い
て
い
る

浜
離
宮
と
築
地
川
を
隔
て
た
新
大
橋
通
り

沿
い
の
左
手
に
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
築

地
市
場
が
あ
り
ま
す
。
魚
河
岸
の
名
で
親
し

ま
れ
る
築
地
は
、
昭
和
10
年（
1
9
3
5
）の

開
設
以
来
、巨
大
都
市
東
京
の
台
所
を
支
え
、

日
本
を
代
表
す
る
市
場
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
当
時
、
市
場
へ
集
ま
る
生
鮮
食
料

品
は
旧
汐
留
駅
か
ら
引
き
込
線
を
通
し
て
貨

物
や
隅
田
川
岸
壁
の
桟
橋
か
ら
船
で
運
ば
れ

て
い
ま
し
た
が
、輸
送
形
態
も
変
化
し
、ト
ラ

ッ
ク
輸
送
で
全
国
各
地
か
ら
市
場
へ
荷
が
集

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
大
橋
通
り
に
面
し
た
市
場
正
門
を
く
ぐ

り
、
築
地
市
場
に
入
る
と
左
手
に
築
地
名

物・
魚
が
し
横
丁
が
あ
り
ま
す
。い
わ
ゆ
る
場

内
で
、一
般
の
人
た
ち
が
買
い
物
や
食
事
が

で
き
る
唯
一
の
エ
リ
ア
で
す
。
早
朝
の
セ
リ
を

終
え
て
戻
っ
て
き
た
仲
卸
業
者
の
カ
ー
ト
が

激
し
く
行
き
来
す
る
場
内
に
、
買
い
物
や
食

事
に
や
っ
て
来
る
人
た
ち
も
続
々
と
到
着
。
素

人
と
プ
ロ
と
が
入
り
乱
れ
る
築
地
が
一
番
賑

わ
う
時
間
帯
で
す
。
横
丁
は
仕
入
れ
に
通
う

食
の
プ
ロ
た
ち
が
買
い
物
や
食
事
を
す
る
店

が
約
1
4
0
軒
も
並
ぶ
大
商
店
街
で
す
。
2

時
間
待
ち
の
行
列
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
え

ま
す
。
こ
の
横
丁
に
は
、あ
の
吉
野
家
が
大
正

入
船
橋
下
の
異
空
間
は

幻
の
首
都
高
速
道
路

新
大
橋
通
り
に
出
て
、
晴
海
通
り
を
渡
る

と
奇
抜
な
外
観
を
持
つ
築
地
本
願
寺
、
正
式

名
称
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
築
地
別

院
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
浅
草
近
く
の
横
山

町
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
世
に
言
う
振
袖

火
事
で
焼
失
。
八
丁
堀
の
海
上
を
埋
め
立
て

て
土
地
を
築
き
、
延
宝
７
年（
1
6
7
9
）に

再
建
。
そ
の
後
、
関
東
大
震
災
で
崩
壊
し
た

本
堂
を
昭
和
９
年（
1
9
3
4
）、
明
治
神
宮

や
靖
国
神
社
を
手
が
け
た
伊
東
忠
太
が
古
代

イ
ン
ド
様
式
で
再
建
し
ま
し
た
。

境
内
の
大
き
な
親
鸞
像
の
リ
ア
ル
さ
に
は

び
っ
く
で
す
。
西
本
願
寺
法
主
大
谷
光
尊
の

次
女
で
、九
条
良
知
の
妻
と
な
っ
た
歌
人・
九

条
武
子
の
歌
碑
や
将
軍
家
侍
医
を
務
め
た
土

生
玄
碩
の
墓
標
、江
戸
末
期
の
画
家
で
鶯
村
、

雨
華
庵
と
も
号
し
た
酒
井
抱
一
の
墓
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

15
年（
昭
和
1
・
1
9

2
6
）に
オ
ー
プ
ン
し
た

築
地
市
場
１
号
店
も
あ

り
ま
す
。

吉
野
家
の
隣
り
に
あ

る
の
が
魚
河
岸
水
神

社
。
祭
神
は
水
の
神
・

弥
都
波
能
売
命
で
、魚

河
岸
の
守
護
神
と
し
て

市
場
を
ず
っ
と
見
守
っ

て
い
ま
す
。

海
幸
橋
を
渡
る
と
築
地
市
場
場
外
。
左
手

の
一
角
に
あ
る
波
除
神
社
の
境
内
に
は
地
元

の
人
た
ち
が
建
立
し
た
、す
し
塚
、
海
老
塚
、

鮟
鱇
塚
、
玉
子
塚
な
ど
、い
か
に
も
築
地
ら
し

い
塚
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

場
外
は
一
般
の
人
た
ち
が
自
由
に
買
い
物

や
食
事
の
で
き
る
と
こ
ろ
。
朝
の
早
い
場
内

は
11
時
頃
に
店
じ
ま
い
を
し
ま
す
が
、
場
外

は
午
後
1
時
く
ら
い
ま
で
は
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
あ
ま
り
遅
く
な
る
と
店
じ
ま

い
し
て
し
ま
う
店
も
多
い
の
で
要
注
意
。
築

地
を
満
喫
す
る
な
ら「
早
起
き
！
」。

こ
の
築
地
も
平
成
24
年
度
に
は
、
江
東
区

豊
洲
地
区
に
新
市
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

も
う
１
つ
の
お
奨
め
が

46
階
の
展
望
ス
ペ
ー

ス
。1
8
0
度
の
パ
ノ

ラ
マ
が
無
料
で
楽
し

め
る
と
い
う
の
も
感

動
で
す
。東
京
の
新
名

所
と
し
て
人
気
の
汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
に
は
、こ

の
他
に
も
面
白
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

ち
な
み
に「
シ
オ
サ
イ
ト
」と
は
地
球
と
自

然
の
共
生
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
地
域
、ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
、未
来
発
信
基
地
の
サ
イ
ト
と

い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

Walk Shinbashi shiodome tsukijiIn
新橋・汐留・築地界隈

新橋界隈の注目度をアップさせたお洒落な汐留シオサイト、そし
て日本を代表する卸売市場・築地市場の活気。駐車場を利用
して、両極の顔を持つ面白エリアをのんびりと散策してください。

カレッタ汐留のパブリックスペース

ビルの谷間を走る
モノレールは未来
都市そのもの

築地川に架かる石造りの大手門橋

浜離宮の正門

故・黒川紀章氏が設計した
中銀カプセルタワービル

水上バス乗り場

旧新橋停車場 ここが待ち合わせの定番の「亀の噴水」です
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東京都道路整備保全公社が管理する

新橋・汐留・築地エリアの駐車場

※掲載データは2008年3月20日現在のものです。

●東新橋一丁目オートバイ駐車場
港区東新橋一丁目9番先

●汐留西第一駐車場（自動車＆オートバイ）
港区東新橋2丁目8－17

●汐留西第二駐車場（自動車）
港区東新橋2丁目8－18

●汐留西第三駐車場（自動車＆オートバイ）
港区東新橋2丁目14

築地の図書館・銀鱗文庫
築地にはちょっとした穴場スポットがたくさん点
在しています。市場の図書資料を所蔵している
銀鱗文庫もそのひとつ。１階に飲食店や用品
店が並んでいる３階建ての古い建物・７号館。
この２階にある小さな図書館が銀鱗文庫です。
市場の古い文献や有志の寄贈した蔵書、特に
魚に関する本は豊富で、魚について分からな
いことがあったら、大抵の事は調べられるとい
う、築地の立ち寄りスポットです。

住所／中央区築地5-2-1  7号館2階
電話／03-3541-7194
開館／11時～14時 休館日／日･祝･休市日

築地川を出ていく水上バス

おさかなセンター資料館

カートにも乗せてもらいました！

築地の本屋さんには
お魚関連の本が充実

魚河岸の
守護神・
魚河岸
水神社

親鸞像

伊東忠太が再建した古代インド様式
の外観の築地本願寺

波除神社

なんて書いて
あるのかな？

粋なおじさ
んは

おススメ上
手！
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隅
田
川
を
満
喫
す
る
な
ら

隅
田
川
テ
ラ
ス
の
散
歩
が
お
奨
め
！

聖
路
加
タ
ワ
ー
の
目
の
前
に
広
が
る
隅
田

川
テ
ラ
ス（
遊
歩
道
）か
ら
勝
鬨
橋
ま
で
は
、の

ん
び
り
と
隅
田
川
の
水
辺
の
散
策
で
す
。
瀧

廉
太
郎
が
作
曲
し
た「
花
」の
最
初
の
歌
詞
で

知
ら
れ
る
隅
田
川
は
、
東
京
を
代
表
す
る
川

の
ひ
と
つ
。

隅
田
川
の
最
下
流
に
あ
る
勝
鬨
橋
は
、
東

京
湾
へ
と
つ
な
ぐ
隅
田
川
の
玄
関
口
で
築
地

と
月
島
を
結
ん
で
い
ま
す
。
昭
和
15
年
6
月

14
日
に
完
成
し
た
こ
の
橋
は
、
当
時
の
国
家

的
イ
ベン
ト
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
万
国
博

覧
会
の
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
と
し
て
も
利
用
す
る
た

め
に
、
当
時
の
最
先
端
技
術
の
粋
を
集
め
て

建
造
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
の
激
化

に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
万
博
自
体
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
完
成
当
時
は
、中
央
が
開
閉

す
る
跳
開
橋
と
し
て
東
洋
一
の
規
模
を
誇
っ

て
い
ま
し
た
が
、
隅
田
川
を
航
行
す
る
船
の

減
少
や
交
通
量
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
昭
和

45
年（
1
9
7
0
）11
月
29
日
の
開
閉
を
最
後

に
、
開
か
ず
の
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

橋
の
袂
に
は「
か
ち
ど
き
橋
の
資
料
館
」が

あ
り
ま
す
。
資
料
館
は
橋
を
開
く
た
め
に
使

用
し
て
い
た
変
電
所
を
改
修
し
た
も
の
で
、

勝
鬨
橋
を
は
じ
め
隅
田
川
の
橋
に
つ
い
て
の

貴
重
な
資
料
や
関
連
情
報
等
を
展
示
・
公
開

し
て
い
ま
す
。
予
約
制
の
橋
脚
内
見
学
ツ
ア

ー
も
実
施
。
橋
脚
内
に
入
る
と
、ち
ょ
う
ど

頭
上
が
隅
田
川
と
い
う
、ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

体
験
も
で
き
ま
す
。

外
国
人
居
留
地
・
聖
路
加
界
隈
に

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
が
次
々
に
創
設

入
船
橋
交
差
点
か
ら
側
道
で
佃
大
橋
に
向

か
い
、
3
本
目
の
交
差
点
を
右
に
曲
が
る
と

聖
路
加
国
際
病
院
の

あ
る
明
石
町
界
隈
で

す
。
幕
末
の
頃
、
聖
路

加
国
際
病
院
の
敷
地

一
帯
に
は
中
津
藩
の

中
屋
敷
が
あ
り
、
福

沢
諭
吉
は
安
政
５
年

（
1
8
5
8
）に
こ
の
長
屋
の
一
角
で
慶
應
大

学
の
前
身
と
な
る
蘭
学
塾
を
開
き
ま
し
た
。

築
地
は
維
新
後
、外
国
人
居
留
地
に
な
り
、

外
国
領
事
館
や
教
会
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
も
立
教
学
院
、女
学

院
発
祥
、
明
治
学
院
な
ど
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
の
発
祥
の
地
碑
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
聖
路
加
国
際
病
院
ト
イ
ス
ラ
ー
記

念
館
は
、
昭
和
8
年（
1
9
3
3
）の
創
建
当

時
の
施
工
技
術
や
構
造
上
の
特
徴
を
精
密
に

記
録
し
、
再
利
用
可
能
な
部
材
を
で
き
る
限

り
用
い
て
、
平
成
10
年（
1
9
9
8
）に
移
築

復
元
し
た
も
の
。
聖
路
加
国
際
病
院
や
明
石

町
の
居
留
地
時
代
の
歴
史
の
一
端
を
伝
え
る

貴
重
な
建
物
と
し
て
、
区
民
有
形
文
化
財
に

な
っ
て
い
ま
す
。
芥
川
龍
之
介
生
誕
の
地
碑
も

近
く
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
界
隈
は
、
居
留
地
時
代
の
ア
メ
リ
カ

公
使
館
跡
、
蘭
学
事
始
の
地
や
慶
應
義
塾
開

塾
の
地
を
示
す
碑
な
ど
の
記
念
碑
が
た
く

さ
ん
点
在
し
、
散
歩
を
楽
し
み
な
が
ら
日
本

の
歴
史
と
文
化
に
ふ
れ
ら
れ
る
、お
奨
め
の

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

聖路加国際病院

隅田川テラス

かちどきわたしの碑

橋脚内ツアーに
参加すると、

こんな素敵な絵葉書が
もらえまあ～す！

かちどき橋の資料館
住所／中央区築地6－20－11
電話／03-3543-5672
開館時間／9時30分～16時30分（12/1～2/28は9時～16時）
開館日／火、木、金、土（12/29～1/3を除く）
入館料／無料
※橋脚内ツアーの詳細はP18をご覧ください。

新
大
橋
通
り
を
し
ば
ら
く

進
む
と
入
船
橋
交
差
点
で
す
。

交
差
点
を
渡
っ
た
右
の
ビ
ル
前

に
靴
業
発
祥
の
地
碑
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
は
、
佐
倉
出
身
の

西
村
勝
三
が
軍
備
の
近
代
化

を
進
め
て
い
た
大
村
益
次
郎
の

勧
め
で
、
明
治
３
年（
1
8
7

0
）３
月
15
日
に
、
日
本
で
最

初
の
洋
式
製
靴
工
場「
伊
勢
勝

造
靴
場
」を
開
い
た
記
念
の
地

で
す
。
ち
な
み
に
3
月
15
日
は

靴
の
記
念
日
で
す
。

入
船
橋
の
下
に
は
ち
ょ
っ
と
面
白
い
空
間

が
あ
り
ま
す
。こ
こ
は
昭
和
37
年（
1
9
6
2
）

に
、
首
都
高
速
道
路
建
設
の
た
め
に
埋
め
立

て
ら
れ
た
築
地
川
で
す
が
、
計
画
が
中
断
さ

れ
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
予
定
地
や
ト
ン
ネ
ル
だ
け

が
異
空
間
と
し
て
残
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ

と
。
高
速
道
路
と
し
て
陽
の
目
を
見
な
い
ま

ま
眠
っ
て
い
た
地
下
空
間
も
、今
は
築
地
川
公

園
の
延
長
と
し
て
整
備
さ
れ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
や

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、犬
の
散
歩
が
で
き
る
空
間

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

靴業発祥の地碑

芥川龍之介生誕の地碑

ミッションスクール発祥の地碑

首都高速道路建設のために埋め立てられた築地川

聖路加国際病院トイスラー記念館

◆

長
い
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
新
橋
・
汐

留
・
築
地
エ
リ
ア
は
、古
き
良
き
時
代
と
新
し
い

街
と
が
隣
り
合
わ
せ
荷
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

違
っ
た
顔
で
訪
れ
る
者
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
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朝
6
時
。
パ
リ・セ
ー
ヌ
川
の
ほ
と
り
を
歩
き
な

が
ら
、『
何
で
俺
は
今
こ
こ
を
歩
い
て
る
ん
だ
ろ

う
な
ぁ
』っ
て
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

空
手
を
始
め
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど
30
年
。
私
が

空
手
と
出
会
う
キ
ッ
カ
ケ
は
、偉
大
な
る
空
手
家
、

故
・
大
山
倍
達
先
生
を
描
い
た
劇
画『
空
手
バ
カ
一

代
』の
影
響
に
直
撃
さ
れ
て
の
事
。

そ
の
大
山
先
生
が
仰
っ
た
。『
空
手
道
の
修
行

と
言
う
の
は
ね
ぇ
、
君
ぃ
。
千
日
を
以
っ
て
初
心

と
し
、
万
日
を
以
っ
て
こ
れ
を
極
め
る
も
の
だ
よ
』

と
。
千
日
と
は
こ
れ
3
年
。
お
よ
そ
黒
帯
・
初
段

を
取
る
の
に
要
す
る
平
均
的
な
年
数
だ
。『
黒
帯

を
取
っ
て
か
ら
こ
そ
が
本
当
の
意
味
で
の
修
行
の

始
ま
り
な
の
だ
よ
！
』と
。
で
は
万
日
と
は
こ
れ

30
年
。
30
年
ひ
と
つ
の
道
を
継
続
し
て
こ
そ
極
意

と
言
う
も
の
は
身
に
つ
く
の
だ
、と
。

で
は
角
田
よ
。
30
年
続
け
て
来
て
、
極
意
は

体
得
出
来
た
か
？
と
問
わ
れ
た
ら
、
極
意
は
お
ろ

か
、
修
行
の
出
口
も
見
出
せ
ず
に
、未
だ
鍛
錬
と

自
己
管
理
の
日
々
。
毎
朝
、ラ
ン
ニ
ン
グ
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
極
々
自
然
に
、生
活
パ
タ
ー
ン
の
完
全
な

一
部
分
と
し
て
日
課
に
し
て
い
る
。
若
い
頃
は
こ

ス
パッ
ツ
に
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
、
帽
子
に
サ
ン
グ
ラ
ス

姿
で
闊
歩
す
る
私
の
、1
7
3
セ
ン
チ
95
キ
ロ・
体

脂
肪
率
10
％
の
肉
体
は
、
子
供
達
に
は
多
少

（
ん
？
か
な
り
？
）奇
妙
で
滑
稽
に
映
る
ら
し
い

（
苦
笑
）。
私
を
見
つ
け
て
ク
ス
ク
ス
と
笑
う
子
供

も
い
れ
ば
、ち
ょ
っ
と
危
な
い
人
に
出
会
っ
た
か
の

よ
う
に
警
戒
心
丸
出
し
の
表
情
で
ビ
ビ
る
子
供

も
い
て
、『
チ
ッ
ク
シ
ョ
〜
！
人
の
気
持
ち
も
知
ら

な
い
で
！
』と
、大
人
気
な
く
ふ
て
く
さ
れ
て
見
せ

る
事
の
多
い
今
日
こ
の
頃
だ
。

さ
て
、そ
ん
な
私
が
何
故
セ
ー
ヌ
川
の
ほ
と
り

を
散
歩
し
て
い
る
の
か
？
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
人
気

の
あ
る
武
道
専
門
誌『K

A
RA
T
E
BU
SH
ID
O

』

が
毎
年
、フ
ラ
ン
ス
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
パ

ビ
リ
オ
ン・ベル
シ
ー
総
合
体
育
館
に
全
世
界
か
ら

50
近
い
武
道
・
格
闘
技
団
体
チ
ー
ム
を
招
聘
し
、

2
万
人
近
い
観
客
を
動
員
し
て
開
催
さ
れ
る【
武

道・
格
闘
技
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル
】。

こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
日
本
の
正
道
会
館

れ
が
出
来
な
か
っ
た
。
や
ら
な
き
ゃ
勝
て
な
い
と

解
っ
て
い
な
が
ら
起
き
れ
な
い
。
も
っ
と
情
け
な
い

の
は
、
起
き
れ
な
い
事
の
言
い
訳
を
、
己
の
中
で

延
々
と
繰
り
返
し
模
索
し
な
が
ら
無
駄
な
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
事
だ
っ
た
。
未
だ
現
役
を
宣
言

し
て
は
い
る
も
の
の
選
手
と
し
て
の
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
、す
っ
か
り
リ
ン
グ
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
今
、
気
が

つ
け
ば
朝
走
っ
て
い
る
自
分
が
い
る
。

ど
ん
な
に
前
日
の
仕
事
が
遅
く
て
も
、6
時
に

は
起
き
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
れ
を
苦
と
思
わ
ず

自
然
に
こ
な
し
て
い
る
自
分
が
不
思
議
で
し
ょ
う

が
な
か
っ
た
が
、
最
近
は
意
図
的
に
こ
の
時
間
を

二
時
間
ほ
ど
ず
ら
し
て
い
る
。
朝
8
時
。
そ
れ
は
、

小
学
生
達
が
登
校
す
る
時
間
帯
で
あ
る
。
連
日

報
道
さ
れ
る
、
子
供
達
が
巻
き
込
ま
れ
る
悲
し

い
事
件
。
そ
れ
を
観
て
嘆
き
悲
し
む
し
か
術
の

無
い
自
分
の
無
力
さ
に
自
虐
の
念
が
湧
き
上
が

る
。
子
供
達
の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
て
、い
わ
ば

パ
ト
ロ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
事
に

よ
っ
て
、
何
か
自
分
が
力
に
な
れ
る
か
も
知
れ
な

い
。
そ
ん
な
考
え
が
あ
っ
て
の
事
だ
。

と
こ
ろ
が
、
暖
か
い
季
節
に
な
る
と
シ
ョ
ー
ト

カ
ラ
テ
代
表
と
し
て
招
待
状
を
受
け
取
り
、演
武

を
披
露
す
る
事
に
な
っ
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
こ
の

私
な
の
で
あ
る
。
拍
手
と
大
歓
声
の
嵐
の
中
、
日

本
の
武
道
の
真
髄
を
無
事
披
露
す
る
こ
と
の
出

来
た
私
は
、
翌
朝
も
日
本
で
い
る
時
と
変
わ
り
な

く
、こ
う
し
て
日
課
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
行
し

て
い
る
だ
け
の
事
な
の
だ
。
空
手
一
筋
30
年
。
遠

く
離
れ
た
異
国
の
地
で
、
文
化
も
言
葉
も
風
習

も
違
う
人
達
が
自
分
の
一
挙
手
一
投
足
を
、
固

唾
を
飲
ん
で
見
守
っ
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
中
で
、

一
拳
入
魂
、
自
分
の
人
生
を
賭
け
て
き
た
空
手

と
い
う
私
の【
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
】を
披
露
し
た
自

分
に
感
動
し
な
が
ら
セ
ー
ヌ
川
の
ほ
と
り
を
歩

く
自
分
に
、
再
び
感
動
す
る
ナ
ル
シ
ス
ト
ぶ
り
な

の
だ（
苦
笑
）│
│
そ
し
て
こ
う
思
う
の
で
あ
る
。

大
山
先
生
は
そ
う
仰
っ
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、

空
手
道
の
修
行
と
言
う
の
は
、【
万
日
を
以
っ
て
初

心
と
し
、生
涯
を
以
っ
て
こ
れ
を
極
め
ん
と
す
】な

の
だ
と
。

正道会館空手 最高師範
K-1競技統括プロデューサー

角田信朗
かくだ・のぶあき。1961年4月11日生まれ。

関西外国語大学英米語学科卒業。高校2

年生で空手を始め、空手歴は実に30年。

その間に、中学・高校英語教員免許取得。

数々の激闘を繰り広げ、『涙と感動の浪花

男』の異名を持つ、現役K-1ファイター。

K-1競技統括やレフリーを務るほか、テレ

ビ、ラジオ、映画、講演、イベント、そして

国歌斉唱と、幅広い分野で活躍をしてい

る。ギネスブック認定バット折り世界記録

保持者。
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環
状
2
号
線

（
都
道
4
0
5
号
・
外
堀
通
り
を
含
む
）

暗
殺
さ
れ
た
地
に
、１
０
０
年
た
ら
ず
で

ホ
テ
ル
が
建
つ
と
は
大
久
保
さ
ん
も
び
っ
く
り
？

環
状
２
号
線
は
、
江
東
区
有
明
二
丁
目
か
ら
港
区
新
橋
、
新
宿
区
四
谷

を
経
由
し
て
千
代
田
区
神
田
佐
久
間
町
一
丁
目
ま
で
の
約
14
km
。
八
重
洲

中
央
口
前
交
差
点
を
起
点
・
終
点
と
す
る
通
称
・
外
堀
通
り
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
外
濠
と
は
江
戸
城
の
堀
の
外
側
の
総
称
の
こ
と
で
、
江
戸
城
を
取

り
囲
み
、
牛
込
門
、
市
谷
門
、
四
谷
門
、
赤
坂
門
、
虎
ノ
門
、
御
成
門
な
ど

の
門
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
は
多
く
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
外
濠
の
経
路
は
現
在
の
千
代
田
区
の
外
周
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

明
治
11
年（
1
8
7
8
）5
月
14
日
午
前
８
時
過
ぎ
、
紀
尾
井
坂（
現
・
千

代
田
区
紀
尾
井
町
）を
走
る
２
頭
立
て
の
馬
車
が
あ
り
ま
し
た
。
乗
っ
て
い

た
の
は
明
治
の
元
勲
・
大
久
保
利
通（
一
蔵
）。
霞
ヶ
関
の
自
邸
を
出
た
大
久

保
は
赤
坂
仮
皇
居
に
参
朝
す
る
途
中
で
し
た
。
紀
尾
井
坂
下
で
彼
を
待
ち

受
け
て
い
た
の
は
、
6
名
の
暗
殺
者
た
ち
。
維
新
史
の
謀
略
家
と
い
わ
れ
た

薩
摩
藩
士
大
久
保
は
、こ
の
日
47
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
の
ホ
テ

ル・ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
の
正
面
の
道
で
起
き
た
こ
の
事
件
が
、
世
に
い
う
紀
尾

井
坂
の
変
。

こ
の
紀
尾
井
町
に
、
昭
和
39
年（
1
9
6
4
）、ホ
テ
ル・ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
が

大
谷
米
太
郎
翁
に
よ
っ
て
開
業
さ
れ
ま
し
た
。
富
山
か
ら
上
京
し
た
大
谷
米

太
郎
翁
は
、力
士
を
目
指
し
た
と
い
う
経
歴
の
持
ち
主
で「
金
は
力
な
り
」を

実
践
し
た
実
業
家
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
ま
る
と
、
東
京
の
宿

泊
地
不
足
に
目
を
つ
け
、ホ
テ
ル・ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
の
建
設
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
大
久
保
利
通
の
暗
殺
か
ら
わ
ず
か
１
０
０
年
た
ら
ず
で
、
同
じ
地
に

ホ
テ
ル
が
建
つ
と
は
、大
久
保
さ
ん
も
び
っ
く
り
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
森
村
誠
一
の「
人
間
の
証
明
」に
登
場
す
る「
東
京
・
赤
坂
の
高
層

ホ
テ
ル
」は
、ホ
テ
ル・ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
が
モ
デ
ル
だ
そ
う
で
す
。

教
育
の
中
心
と
し
て
誕
生
し
た
神
田
は

学
生
た
ち
を
見
守
り
育
て
て
き
た

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、
新
た
な
都
市
建
設
に

向
け
、
日
本
で
最
初
の
大
学
・
東
京
大
学
が
明
治
10
年（
1
8
7
7
）に
、そ
の

前
身
で
あ
る
神
田
錦
町
の
開
成
学
校
と
本
郷
の
東
京
医
学
校
を
合
併
し
、

神
田
に
は
法
・
文
・
理
の
三
学
部
、
本
郷
の
医
学
部
か
ら
な
る
総
合
大
学
を

創
設
し
ま
し
た
。
維
新
後
、
近
代
国
家
と
し
て
歩
み
は
じ
め
た
日
本
に
と
っ

て
、
法
律
の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
人
材
は
不
可
欠
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

神
田
に
は
現
在
の
私
立
大
学
の
前
身
と
な
る
法
律
学
校
が
次
々
と
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
神
田
駿
河
台
に
は
明
治
13
年（
1
8
8
0
）に「
東
京
法
学
舎
」

（
現
・
法
政
大
学
）、
明
治
19
年（
1
8
8
6
）に「
明
治
法
律
学
校
」（
現
・
明
治

大
学
）、
神
田
錦
町
に
は
明
治
18
年（
1
8
8
5
）に「
英
吉
利
法
律
学
校
」

（
現
・
中
央
大
学
）、
神
田
三
崎
町
に
は
明
治
22
年（
1
8
8
9
）に「
日
本
法

律
学
校
」（
現
・日
本
大
学
）が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
本
一
の
規
模
を
誇
る
神
田
神
保
町
に
古
書
店
街
が
で
き
ま

し
た
。
東
京
大
学
法
・
文
・
理
と
時
を
同
じ
く
開
業
し
た
の
が
、
現
在
も
神

田
神
保
町
に
本
社
を
構
え
て
い
る「
有
斐
閣
」。
次
々
に
学
校
が
で
き
た
神

田
界
隈
に
は
全
国
か
ら
学
生
が
集
ま
り
、
書
物
の
需
要
が
急
増
し
、
古
書

店
が
次
々
に
開
業
。
明
治
14
年（
1
8
8
1
）に
創
業
し
た
三
省
堂
は
、
当

時
、
大
型
で
高
額
だ
っ
た
辞
書
を
携
帯
に
便
利
な
小
型
化
と
し
て
出
版
し

た
と
こ
ろ
、
印
刷
が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
大
売
れ
し
た
そ
う
で
す
。
大
正
2

年（
1
9
1
3
）に
古
書
店
と
し
て
開
業
し
た
岩
波
書
店
は
古
書
店
と
し
て

は
珍
し
く
正
札
販
売
を
掲
げ
、
客
の
信
頼
を
集
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
の
古
書
店
街
で
は
書
籍
の
価
格
を
客
と
店
員
の
か
け
ひ
き
で
曖
昧
に

決
め
て
い
ま
し
た
が
、
岩
波
書
店
の
正
札
販
売
は
徐
々
に
古
書
店
街
に
広
が

っ
て
い
き
ま
し
た
。

日
本
文
化
と
西
洋
文
化
を
結
ぶ「
聖
橋
」に
は

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
情
景
が
似
合
う

神
田
駿
河
台
あ
た
り
の
通
称
は
お
茶
の
水
。
お
茶
の
水
と
は
、
将
軍
の
お

茶
用
の
湧
き
水
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、地
名
と
し
て

は
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。

昭
和
2
年（
1
9
2
7
）7
月
、
関
東
大
震
災
の
復
興
橋
梁
と
し
て
聖
橋

は
完
成
し
ま
し
た
。「
聖
橋
」の
名
前
の
由
来
は
、
北
側
に
あ
る
江
戸
幕
府

の
官
学
所「
湯
島
聖
堂
」と
南
側
に
あ
る「
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
復
活
大

聖
堂（
ニ
コ
ラ
イ
堂
）」の
両
聖
堂
に
ち
な
ん
で
い
る
と
か
。
日
本
文
化
と
西
洋

文
化
を
結
ぶ
橋
と
い
う
の
も
、ち
ょ
っ
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
す
。

さ
だ
ま
さ
し
の「
檸
檬
」に
、こ
の「
聖
橋
」が
登
場
し
ま
す
。
別
れ
の
と
き

を
迎
え
た
男
女
の
歌
で
す
が
、
湯
島
聖
堂
か
ら
お
茶
の
水
駅
に
向
か
う
時

に
女
性
が
川
に
向
か
っ
て
食
べ
か
け
の
レ
モ
ン・「
夢
」を「
聖
橋
」か
ら
放
る
シ

ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
神
田
川
の
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
美
し
い
聖
橋
は
、

絵
に
な
り
ま
す
。

日
本
を
支
え
て
き
た
人
た
ち
の
志
し
を
見
つ
め
て
き
た
こ
の
道
は
、
変
化

を
受
け
入
れ
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
見
守
り
続
け
て
い
く
は
ず
で
す
。

写真提供・東京都開都500年記念大東京まつりパレード（昭和31年）

写真提供・東京都三宅坂トンネル付近（昭和64年）

写真提供・東京都外堀通り消防庁屋上より（昭和64年）

写真提供・東京都

混雑する外堀り通り
（昭和31年）

霞ヶ関の外堀通り付近にある新聞創刊の地碑

外堀通りと
首都高速道路の
交差点下にある
溜池発祥の地碑

聖橋

虎ノ門交差点
にある虎門遺
跡碑

環状2号線



由
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
寅
さ

ん
の
映
画
に
は
、
現
代
の
日
本
人
か
ら

日
々
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
温
か

な
人
間
味
が
あ
っ
て
ほ
っ
と
さ
せ
て
も
ら

え
た
。

寅
さ
ん
の
温
か
な
人
間
味
が

見
て
い
る
者
を
ほ
っ
と
さ
せ
る

寅
さ
ん
の
世
界
は
日
本
人
の
心
の
故

郷
、
寅
さ
ん
は
愛
す
べ
き
日
本
の
庶
民
の

典
型
だ
。
お
い
ち
ゃ
ん
の
小
言
、オ
バ
チ
ャ
ン

の
愚
痴
。
タ
コ
社
長
の
繰
り
言
、
さ
く
ら

の
嘆
き
。
そ
し
て
ご
前
様
や
寺
男
の
源
さ

ん
が
見
せ
る
人
間
味
。
み
ん
な
身
近
に
感

じ
ら
れ
、
見
る
度
に
ほ
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
。

柴
又
駅
を
で
る
と
す
ぐ
に
参
道
に
な
る

帝
釈
天
は
、
正
式
に
は
帝
釈
天
題
経
寺
と

い
う
。
と
ら
屋
の
イ
メ
ー
ジ・モ
デ
ル
に
な

っ
て
い
る
の
が
お
だ
ん
ご
で
有
名
な
高
木

屋
。
柴
又
ロ
ケ
の
際
に
は
、こ
の
店
が
山

田
組
の
拠
点
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
私
は
こ
の
柴
又
が
ま
だ
寅
さ
ん
映

画
の
舞
台
に
登
場
す
る
前
に
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
江
戸
の
名
残
の
あ
る
モ

ノ
ク
ロ
ー
ム
の
よ
う
に
沈
ん
だ
色
合
い
の
地

味
な
町
で
、と
て
も
東
京
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
ひ
な
び
た
駅
で
は
駅
員
さ
ん
が
一
人

で
キ
ッ
プ
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

い
ま
、
写
真
な
ど
で
見
か
け
る
柴
又
駅

は
自
動
改
札
に
な
り
、
駅
前
に
は
渥
美
清

さ
ん
扮
す
る
車
寅
次
郎
の
銅
像
が
立
っ
て

い
て
、
寅
さ
ん
の
故
郷
の
町
を
見
に
日
本

全
国
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
人
々
を
出
迎
え

て
い
る
。

高
木
屋
の
向
か
い
の
川
千
家
は
川
魚
料

理
の
店
で
、こ
こ
は
シ
リ
ー
ズ
第
23
作

『
男
は
つ
ら
い
よ
・
翔
ん
で
る
寅
次
郎
』で

桃
井
か
お
り
と
布
施
明
の
結
婚
披
露
宴

に
使
わ
れ
た
。
さ
く
ら
と
博
の
結
婚
式

と
披
露
宴
は
、こ
れ
も
川
魚
料
理
で
有
名

な
川
甚
で
お
こ
な
わ
れ
、こ
の
料
亭
は
ま

た
寅
さ
ん
の
小
学
校
の
同
窓
会
に
も
使

わ
れ
て
い
る
。

帝
釈
天
か
ら
少
し
い
く
と
江
戸
川
の
河

川
敷
に
出
て
シ
リ
ー
ズ
第
一
作
以
来
、何

度
か
出
て
き
た
矢
切
り
の
渡
し
が
あ
る
。

こ
こ
の
渡
し
船
は
、江
戸
川
を
間
に
挟
ん

で
柴
又
と
千
葉
県
松
戸
の
矢
切
を
結
ん
で

い
る
。細
川
た
か
し
の
歌
で
も
有
名
だ
け

ど
、3
回
映
画
化
さ
れ
て
い
る
伊
藤
左
千

夫
の
小
説『
野
菊
の
墓
』に
も
矢
切
の
渡
し

が
出
て
く
る
。最
初
に
映
画
化
し
た
木
下

恵
介
監
督
版
の
ヒ
ロ
イ
ン
、有
田
紀
子
が
み

ず
み
ず
し
く
可
憐
だ
っ
た
が
、澤
井
信
一
郎

監
督
の
ヒ
ロ
イ
ン
、松
田
聖
子
も
良
か
っ
た
。

J
R
常
磐
線
か
京
成
電
車
で
柴
又
駅
へ
。

駅
を
出
る
と
す
ぐ
参
道
に
な
る
か
ら
両
側

に
並
ぶ
店
を
ひ
や
か
し
て
い
る
う
ち
に
帝

釈
天
に
着
く
。
そ
の
あ
た
り
が
寅
さ
ん
の

故
郷
。
そ
の
こ
と
は
日
本
人
な
ら
誰
も
が

知
っ
て
い
る
。
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葛
飾
柴
又
と
言
え
ば

も
ち
ろ
ん
、
寅
さ
ん
！

T
V
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
瞬
間
に
写

っ
た
景
色
に
、あ
れ
、
ど
こ
か
で
見
た
こ
と

あ
る
ね
、こ
の
場
所
、と
目
が
画
面
に
釘
付

け
に
な
っ
た
。

そ
う
、
ま
ち
が
い
な
い
、こ
れ
は
柴
又
の

帝
釈
天
へ
向
か
う
参
道
だ
。
何
度
も
見
て

い
る
か
ら
見
間
違
え
よ
う
が
な
い
。
だ
ん

ご
屋
の
前
も
通
っ
た
し
、と
慌
て
て
夕
刊

の
T
V
欄
を
見
れ
ば
、そ
こ
に
は『
眉
山
』

と
あ
っ
た
。

芸
者
の
龍
子（
常
盤
貴
子
）と
徳
島
の
名

家
の
息
子（
山
本
耕
史
）が
出
会
っ
た
の
が

葛
飾
・
柴
又
。
そ
の
あ
と
、
ド
ラ
マ
は
寅
さ

ん
映
画
で
見
慣
れ
た
江
戸
川
の
河
川
敷
の

シ
ー
ン
を
へ
て
舞
台
は
四
国
の
徳
島
へ
と
移

っ
て
行
き
、そ
れ
っ
き
り
柴
又
は
出
て
こ
な

い
の
だ
が
、エ
ン
ド・ク
レ
ジ
ッ
ト
を
見
て
い

た
ら
、ち
ゃ
ん
と
帝
釈
天
、と
い
う
文
字
が

あ
っ
た
。

う
ー
ん
、
映
画
の『
眉
山
』を
見
た
と
き

は
柴
又
や
江
戸
川
の
河
川
敷
な
ん
か
出
て

こ
な
か
っ
た
は
ず
だ
け
ど
。
ま
あ
そ
れ
は

ど
う
で
も
よ
い
の
だ
が
。

柴
又
の
帝
釈
天
の
参
道
と
い
え
ば『
男
は

つ
ら
い
よ
』シ
リ
ー
ズ
の
、
有
名
過
ぎ
る
ほ

ど
有
名
な
舞
台
に
な
っ
て
い
て
、
繰
り
返
し

見
て
き
た
だ
け
に
一
目
で
わ
か
る
。
帝
釈

天
と
い
え
ば
寅
さ
ん
映
画
と
、も
は
や
刷

り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
突
然
、
T
V
ド
ラ

マ
の『
眉
山
』に
出
て
き
た
も
の
だ
か
ら
ビ

ッ
ク
リ
し
た
の
だ
。
近
年
は
T
V
の
食
べ

歩
き
番
組
や
小
旅
行
の
番
組
な
ど
で
も
柴

又
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、急
に
見
た

か
ら
と
いっ
て
驚
く
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
の

だ
け
れ
ど
。

1
9
6
8
年
10
月
に
同
名
T
V
ド
ラ

マ・シ
リ
ー
ズ
と
し
て
半
年
間
に
わ
た
っ
て

放
送
さ
れ
、大
好
評
を
得
た
結
果
、
映
画

化
さ
れ
て
誕
生
し
た
の
が
松
竹
の
ド
ル
箱

映
画『
男
は
つ
ら
い
よ
』の
シ
リ
ー
ズ
だ
っ
た
。

1
9
6
9
年
に
記
念
す
べ
き
第
１
作
が
生

ま
れ
、
主
人
公
の
車
寅
次
郎
を
演
じ
た
渥

美
清
さ
ん
の
死
に
よ
っ
て
シ
リ
ー
ズ
が
終

了
す
る
ま
で
に
全
48
作
が
誕
生
。
世
界
に

類
を
見
な
い
、
同
一
俳
優
が
主
演
し
て
作

ら
れ
た
長
寿
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。

寅
さ
ん
の
生
み
の
親
で
シ
リ
ー
ズ
の
脚
本

を
書
い
た
山
田
洋
次
監
督
が
全
作
を
手
が

け
た
、と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
実
は
、

第
3
作
は
喜
劇
が
得
意
な
森
崎
東
、
第
4

作
は
T
V
版
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
小
林

俊
一
、と
別
人
が
監
督
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、
葛
飾
・
柴
又
が
寅
次
郎
の
故
郷
で
あ

る
の
と
同
じ
よ
う
に
、『
男
は
つ
ら
い
よ
』シ

リ
ー
ズ
の
監
督
と
い
え
ば
、や
は
り
46
作

を
監
督
し
た
山
田
洋
次
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

寅
さ
ん
は
、今
流
行
の

Ｋ
Ｙ
男
の
は
し
り
?!

中
学
の
と
き
親
と
喧
嘩
し
て
柴
又
の
家

を
出
た
車
寅
次
郎（
渥
美
清
）は
、
日
本
全

国
を
渡
り
歩
く
香
具
師
＝
テ
キ
ヤ
に
な
っ

た
。「
わ
た
く
し
、生
ま
れ
も
育
ち
も
、
葛

飾
柴
又
で
す
。
帝
釈
天
で
産
湯
を
つ
か

い
･
･
･
･
」と
い
う
あ
の
有
名
な
口
上

の
通
り
の
柴
又
っ
子
。
第
１
作
の
こ
ろ
は
、

ま
だ
、チ
ン
ピ
ラ
の
印
象
が
強
く
、
後
年
の

好
い
味
は
な
か
っ
た
。

あ
ち
こ
ち
を
放
浪
し
て
、
両
親
の
死
を

風
の
た
よ
り
に
聞
い
た
寅
次
郎
は
生
ま
れ

育
っ
た
東
京
都
の
外
れ
、
江
戸
川
を
渡
れ

ば
向
こ
う
岸
の
矢
切
は
千
葉
県
に
な
る
葛

飾
区
柴
又
へ
と
帰
郷
す
る
。
そ
し
て
か
わ
い

い
妹
・
さ
く
ら（
倍
賞
千
恵
子
）を
売
り
込

も
う
と
し
た
の
が
裏
目
に
で
て
見
合
い
の

席
を
ぶ
ち
壊
し
て
し
ま
う
。
寅
さ
ん
こ
そ

が
周
囲
の
空
気
が
読
め
な
い
K
Y
男
の
は

し
り
だ
っ
た
の
か
？

そ
こ
で
旅
に
出
れ
ば
、
奈
良
で
た
ま
た

ま
旅
行
に
き
て
い
た
、
帝
釈
天
の
ご
前
さ

ま
と
美
し
い
娘（
光
本
幸
子
）に
会
っ
て
彼

女
に
片
想
い
、と
い
う
、シ
リ
ー
ズ
の
原
型

は
す
で
に
こ
の
と
き
か
ら
で
き
て
い
て
、一

作
毎
に
人
気
が
出
て
く
る
の
と
同
時
に
葛

飾
・
柴
又
の
名
も
有
名
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
う
し
て
、
柴
又
と
い
え
ば
寅
さ
ん
の
故

郷
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

話
は
ち
ょ
っ
と
脇
に
そ
れ
る
け
ど
、
寅
さ

ん
で
圧
倒
的
人
気
者
に
な
っ
た
渥
美
清
さ

ん
は
大
の
映
画
好
き
。
洋
画
、
邦
画
を
問

わ
ず
何
で
も
見
た
の
で
は
な
い
か
、と
思
う
。

彼
が
浅
草
の
舞
台
出
身
の
役
者
で
あ
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
普
段

は
ひ
っ
そ
り
と
も
の
静
か
で
目
立
た
ず
、映

画
会
社
の
試
写
室
で
何
度
か
お
見
か
け
し

た
と
き
に
は
、い
つ
も
端
の
ほ
う
の
席
に
坐

っ
て
い
た
。

あ
ま
り
何
度
も
お
見
か
け
す
る
の
で
、

そ
の
う
ち
、
挨
拶
く
ら
い
し
た
ほ
う
が
良

い
の
か
な
、な
ど
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
ど

う
し
よ
う
、と
迷
っ
て
い
る
と
き
た
ま
た
ま

エ
レ
ベ
ー
タ
で
二
人
き
り
に
な
っ
た
と
き
が

あ
り
、
思
い
切
っ
て「
コ
ン
ニ
チ
ワ
」と
あ
い

さ
つ
し
た
。
す
る
と
か
ぶ
っ
て
い
た
帽
子
を

と
っ
た
渥
美
さ
ん
は
、
深
深
と
腰
を
折
り
、

挨
拶
を
返
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
以
来
、お

会
い
す
る
た
び
に
、
私
は「
コ
ン
ニ
チ
ワ
」と

言
い
、
渥
美
さ
ん
は
挨
拶
を
返
し
て
く
だ

さ
っ
た
。た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
け
ど
、

渥
美
さ
ん
て
ス
テ
キ
、と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、こ
れ
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
に
は
、は
じ
め
、そ
れ

ほ
ど
興
味
が
な
か
っ
た
の
だ
が
、ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
一
カ
月
を
過
ご
し
て
日
本
へ
帰
る

飛
行
機
の
中
で
見
て
魅
了
さ
れ
た
。
そ
れ

が
第
23
作『
男
は
つ
ら
い
よ
・
翔
で
ん
る
寅

次
郎
』か
、
第
24
作『
男
は
つ
ら
い
よ
・
寅
次

郎
春
の
夢
』だ
っ
た
か
は
っ
き
り
憶
え
て
い

な
い
の
だ
が
、
70
年
代
の
終
り
だ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
、
見
て
い
る
う
ち
に
日
本
は
い
い

な
あ
、と
思
え
て
き
た
の
だ
っ
た
。
寅
さ
ん

が
、
多
く
の
日
本
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
理

「
柴
又
・
矢
切
の
渡
し
」

NO IMAGE

著作権法に基づき掲載しておりません

 



お花が大好きなメンバーが活動を支えています！
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参加団体訪問-11 元八王子青少対 花いっぱいロード（八王子市）

私たちの花植え活動は、今から10年ほど前に元八王子中学
校の校庭にさくら草を植えたことからスタートしました。3、4人で
始めたこの活動の輪が少しずつ広がり、中学校の生徒会を巻き
込み、その後、小中学校のPTAの一人一役制度に緑化活動を
組み込んでいただきました。平成14年には、八王子市青少年対
策元八王子地区委員会の事業となり、活動の母体となる緑化活
動「花いっぱいボランティア」を発足しました。この地域ボランティ

アの皆さんが中心となって、毎週木曜日に、草花の手入れや植え付け、除草などを
行っています。校庭の小さな花壇から始まった花植え活動が今では、高尾街道や
元八王子小学校・市の施設へと広がり、季節の花や宿根草を約1キロにわたり育て
ています。東京ふれあいロード・プログラムには、平成15年に認定されました。これ
も、こぼれ種を蒔いてまた翌年に育てていくという、循環型の地道な活動を続け
てきた結果だと思っています。さくら草のこぼれ種から育てた苗は、100株が200株、
500株になり、今では千株に増えて、毎年いろいろなところへお分けしています。

こぼれ種から育てられた桜草の苗。元八
王子小学校では、6年生が桜草をひとり
2鉢育て、3月の卒業式には200鉢の桜
草が開場を飾りました。1鉢は自分のた
めに、もう1鉢はお世話になった方にプ
レゼントしたそうです。

元八王子小学校の一人一役の皆さん

山田さん
花は人と人をつなぐ
共通語。和みの輪と
交流の輪を広げた
いです！

元八王子中学校の皆さん

毎週木曜日のボランティアの皆さん
による活動に加え、毎月1回、元八王
子小学校・中学校の子どもたち、先
生、PTAの皆さんによる活動を実施
し、その輪が広がっています。

子どもたちも活動を支えてくれ
る強力な戦力です。

草花の手入れの前にしっかりゴミ
拾い。ポイ捨てゴミもだんだん少
なくなってきました。

ふれあいロード・プログ
ラムで支援されたジャン
パーと帽子。ゆったりと
したジャンパーの内側は
メッシュになっているの
で、通気性がよく着心地
も満点と好評です。

ジャンパーが活動の
シンボルとなって、
今まで以上に地域
の皆さんに認識さ
れることを願ってい
ます。

活動日／●毎週木曜日 午前9時から11時まで
●月に1回、子どもや保護者（PTA）たちと
ともに活動 午後3時から

集合場所／元八王子中学校
連作先／042-624-3201

（八王子市立元八王子中学校内
元八青少対「花いっぱいボランティア」）

元八王子青少対 花いっぱいロードの
活動スケジュール

八王子生まれ八王子育ちのさくら草から、
お花の交流が広がっています。

環境に対する意識は年々高まり、道路空間にもうるおいと安らぎが求められています。
私ども公社では、地域住民の皆様のボランティアによる快適な道路環境づくりを目指す
東京都の「東京ふれあいロード・プログラム」に協力しています。
このプログラムは、道路の清掃や植栽の手入れなどの道路美化活動を、地域住民の

力や地元自治体、企業団体と東京都が協力しあって進めていくプログラムです。現在、こ
の「東京ふれあいロード・プログラム」に参加してくださっている団体は70団体です。公社
ではこのプログラムに参加する団体に対し、清掃グッズやジャンパー等を支援、活動費
用の助成をしています。
このコーナーでは「東京ふれあいロード・プログラム」の参加団体の活動を紹介して

います。今号は、八王子市の「元八王子青少対 花いっぱいロード」を訪問いたしました。

高
尾
街
道
に
咲
き
誇
る
綺
麗
な
花
た
ち
は
、

人
と
人
を
つ
な
ぐ
大
き
な
力
。

一
輪
の
花
か
ら
広
が
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

元八王子青少対
花いっぱいロード
代表 奥田和子さん

メンバー
募集中

皆さんの参加を
お待ちして
います！

TR-magazine 2008 SPRING

中村さん
花を通じて子どもた
ちとコミュニケーシ
ョンをしています！

西村さん
いろいろ教えてもら
いながら、愉しく活
動をしています！

分からないこ
とはすぐ質問
します！
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公社駐車場オープン！

公 社 が 取 り 組 む 緑 化 対 策 （ 駐 車 場 ）

南池袋二丁目駐車場（時間制）
開場予定 平成20年7月下旬

所在地／豊島区南池袋二丁目49番先
収容台数／時間制 21台
駐車料金／15分100円（8時～22時）

60分100円（22時～8時）
※オープン日時、収容台数、駐車料金など変更
する場合がありますので、最新情報は公社
ホームページ(http://www.tmpc.or.jp/)で
ご確認ください。

●問い合わせ先 公益事業課駐車対策係 電話03-5381-3365

【駐車場も緑化対策】
東京都道路整備保全公社では、緑豊かな都市空間の形

成に貢献するため、駐車場の緑化対策やヒートアイランド
対策を推進しています。
平成19年3月に緑化対策モデル駐車場として100本を

超える樹木の植栽、遮熱性舗装を実施した「ガーデンパー
ク六本木」をオープンしました。
平成19年度は9箇所の駐車場の緑化を実施し、平成20

年度は8箇所の駐車場を緑化する予定です。

「緑化等環境に配慮した駐車場整備」を支援します。
東京都道路整備保全公社では、都内にある比較的広い面積を有する駐

車場において、緑化やヒートアイランド対策等の推進に配慮した駐車場整備
に対して、工事費の一部支援を行っています。

実施駐車場名 実施手法 収容台数

※テラポンド工法
貯留した雨水を土壌支持部材で支えた上部の植栽に毛管現象を活用して無動力で潅水
するシステム

錦糸町パークタワー

練馬中央陸橋UD駐車場

青山陸橋駐車場

天王洲駐車場

日本橋三丁目駐車場

高田一丁目駐車場

万世橋駐車場

青井五丁目駐車場

虎ノ門一丁目第五駐車場

壁面緑化

テラポンド工法

地下植え

フラワーポット設置

359（289）
オートバイ 70

20
オートバイ（21）

11
オートバイ（12）

45（27）

10

95（45）

9

7（5）

24

申し込みは、各区役所の申込窓口で受け付けています。
20年度の受付期間は、平成20年4月1日から平成20年11月28日までです。

助成対象地域

助成対象者

助 成 条 件

助成対象経費

助 成 金 額

23区内で緑化等環境に配慮した駐車場整備を推進する地域等

一般公共の用に供する既存駐車場を経営する事業者等

○助成対象経費の範囲内で、１駐車場あたり200万円まで

○助成対象地域内で、一定規模を有し、半数程度を時間貸しとした
自動車及び自動二輪車駐車場
○整備後、5年以上の運営
○整備前の申請とし、翌年2月末までに工事を完了すること

以下の工事に必要な経費の1／2を助成する。
1）駐車場の緑化
●駐車場の敷地内に、1ｍあたり3本以上、
高さ0.5ｍ以上の中低木を植栽した経費
●駐車場の敷地内に、200㎡あたり1本以上、
高さ2.5ｍ以上の独立木を植栽した経費

2）遮熱性舗装・保水性舗装
●遮熱性舗装、及び保水性舗装工事にかかる経費

■平成19年度に駐車場緑化を実施駐車場※（ ）内は定期台数

■助成の概要

万世橋駐車場

錦糸町パークタワー 練馬中央陸橋UD駐車場 虎ノ門一丁目第五駐車場
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平
成
19
年
度

駐
車
対
策
や
駐
車
場
に
関
す
る

提
案
公
募
型
研
究
の
成
果
概
要

東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
は
、
都
市
再
生

と
都
市
機
能
の
維
持
増
進
に
貢
献
す
る
公
益
法

人
と
し
て
、
道
路
高
架
下
等
を
有
効
活
用
し
た

駐
車
場
の
設
置
・
運
営
や
駐
車
場
検
索
サ
イ
ト

「s-park

」の
運
営
に
よ
り
、
都
内
の
駐
車
対
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

公
社
は
、
都
内
の
駐
車
に
お
け
る
将
来
課
題

に
対
し
、
効
率
か
つ
実
践
的
な
対
応
を
進
め
る

た
め
、
駐
車
対
策
や
駐
車
場
に
関
す
る
提
案
公

募
型
研
究
を
平
成
19
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
平
成
19
年
度
研
究
テ
ー
マ
の
成
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
を
今

後
の
駐
車
場
施
策
に
役
立
て
て
い
く
予
定
で
す
。

東
京
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ー
に
参
加

平
成
20
年
3
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
3
日

間
、
第
35
回
東
京
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ー
が

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
公

社
で
は
、s-park

for
riders

の
広
報
や
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
都
内
オ
ー
ト
バ
イ
駐
車
場
Ｍ
Ａ
Ｐ・

軍
手
を
来
場
者
へ
配
布
し
、
東
京
都
・日
本
二
輪

車
協
会
と
と
も
に
二
輪
車
駐
車
対
策
に
つ
い
て

周
知
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

※
都
内
オ
ー
ト
バ
イ
駐
車
場
M
A
P
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品

に
も
な
って
い
ま
す
。
P
22
参
照
。

重要文化財・勝鬨橋
「学生・技術者向けツアー」＆
「橋脚内見学ツアー」実施中

［学生・技術者向けツアー］
■ツアー内容
勝鬨橋や隅田川橋梁群などをテーマにし
た、学習・研修目的の学生・技術者向けツア
ーです。開催回数は月1～2回程度。開催日は
火・金・土曜日。参加人数は1回10～15名程
度（団体で申込み）。参加費用は無料。
※事前にご連絡ください。

■問い合わせ先
（財）東京都道路整備保全公社 公益事業課
電話／03-5381-3380
かちどき 橋の資料館 電話／03-3543-5672

［橋脚内見学ツアー］
■ツアー内容
橋脚内の開閉装置を説明者と一緒に見学。
毎週木曜日（祝日を除く）1日4回実施（10時、
11時、13時30分、14時30分）。参加人数は各
回5名程度。参加費用は無料。
※悪天候の場合は中止する場合があります。

■申込み方法
往復はがきに①住所②氏名③年齢④電話番
号⑤見学希望日時（第5希望まで・午前、午
後、全日可）⑥参加人数（1通5名様まで）を記
入して下記宛先までお申込みください。
■申込先
〒163-0935 新宿区西新宿2-3-1新宿モノリス26階
（財）東京都道路整備保全公社
「かちどき 橋の資料館」 予約係

研究テーマ名 研究組織名

首都大学東京

※研究成果概要については公社ホームページからPDF形式でダウンロードできます。

大都市における観光バス駐車問題の
発生構造とその対策に関する研究

カーフリーデージャパン
公社主要駐車場エリアにおける「草の
根カーシェアリング」の成立可能性に
関する研究
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頭の柔軟体操で
気分転換してみませんか？

パズル制作

角田美里（つのだみさと／パズル作家）
15歳でパズル作家デビュー。現在、新聞、雑誌の
連載やテレビ番組・映画に関する作品等、多数の
パズルを制作する人気パズル作家。また、パズル
作成講座の講師やイベント等、多岐にわたる多彩
な活動をしている。単行本に『四字熟語 最強の
パズル』（KKベストセラーズ）『夢をかなえるしあわ
せクロスワードパズル』（ゴマブックス）『あそびの
たからばこわくわくクロスワード王国』など多数。
http://www.geocities.jp/misatopuzzle

応募方法

★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを完成させてください。
A～Fの文字を順番に並べてできた言葉が答えです。

クロスワードパズルの答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入の上、ご希望のプレゼント商品
名をお書きになり、50円切手を貼ってご応募ください。正解者の中からご希望のプレゼントを抽選いたしま
す。当選者の発表はプレゼント商品の発送をもってかえさせていただきます。尚、パソコンや携帯からもご応
募できます。詳しくは、P22に掲載のプレゼント応募方法をご覧ください。

答えは、TR-mag.12号にて発表

締切／2008年6月20日（締切当日消印有効）
※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

クロスワードパズル⑤の答え

答えは「ティーアール」でした。

1
2
3
4

7
9
11
12
14

16
18

1
4
5
6
8
10
12
13
15

17
19

5月4日は「○○○の日」ですね
石川県北部の旧国名といえば？
車は車でも、うかつに乗ってはならない車ですよ
華やかな色の１つ、絵の具の赤と白を混ぜると出来
る色
経験豊富なベテランをこう呼ぶこともあります
６月中旬から下旬には○○入りするでしょう
陸上競技の１つ、ウォーキング・レースです
めらめらと赤く燃えていますね
一度敗れてもきっとリベンジ、○○○重来を期する
ものです
古生代の地層からも見出される化石○○植物
公園や○○歩道で散策を楽しみましょう

東北地方のことです
宅配でバイクが使われることが多いですね
地元出身なので道に詳しく○○○○が働きます
聡明で○○的な様子です
運転するときはハイヒールやサンダルはやめましょう
一人では危険、夜間に出て歩くこと
運転は○○とマナーを守ってくださいね
車内に飾るお守りや護符、お札の類い
○○○を上げるとは、何かのきっかけになる行動を
起こすこと
貨物を運ぶ仕事全般をいいます
歩行者のための道路ですね

タテのカギ

ヨコのカギ
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都内の駐車場を快適にご利用
いただくために東京都道路整
備保全公社が編集した『東京
駐車場マップ2008年版』が
完成。s-parkに掲載中の駐
車場位置情報をロードマ
ップに落とし込んだ使い
やすいマップとなってい
ます。ライダーのための
『都内オートバイ駐車場
MAP2008年版』も好
評です。また、公社で
開催する様々なイベントで大人気
のノベルティー『特注トミカs-park都営バス』
もプレミアムアイテムとして人気です。
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次号は2008年8月1日発行予定です。

この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

発行日／平成20年5月1日
発行元／財団法人東京都道路整備保全公社
住 所／〒163-0935東京都新宿区西新宿2-3-1 新宿モノリス26階

TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
公社ホームページ http://www.tmpc.or.jp

企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応
募ハガキに、P21のクロスワードパズルの答えをご記入の上、ご応募

ください。また、下記のプレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、
ご応募もできます。尚、プレゼント商品の色、柄、デザイン等は写真と異なる
場合がございますので、あらかじめご了承ください。
●応募締切／2008年6月20日（金）（専用応募ハガキによるご応募の場合
は、締切当日消印有効）

●お一人様一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要
な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
携帯電話から簡単アクセス！

●パソコンからも携帯からも
http://www.tmpc.or.jp/present

プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。

※掲載データは2008年3月20日現在のものです。

今号の「シネマの中の東京」で紹介した
『男はつらいよ』シリーズ。昭和44年に発
表された記念すべき第1作のマドンナは
光本幸子。渥美清が演じる寅次郎の出
生から生い立ちはもちろん、若き日の寅
さんとさくらにも会うことができます。

東京都道路整備保全公社のオ
リジナルグッズ（qweのいず
れか1点)をプレゼント。詳細は
応募方法をご確認ください。

『男はつらいよ』（シリーズ第1作）
DVDを3名様にプレゼント。詳
細は応募方法をご覧ください。

角田信朗さん公認
「男なら Tシャツ」

角田信朗さん公認の「男なら Tシャツ（サイズ／M・L・XL）を各サイズ
2名、合計6名様にプレゼント（サイン入り）。詳細は応募方法をご確認
ください。
角田信朗ウェブサイト http://www.fighting-spirit.jp/

『男はつらいよ』
発売・販売元 松竹（株）映像商品部
DVD発売中
2008年5月31日までの期間限定価格
¥2,800（税込）
通常価格¥3,990（税込）

お魚かるたを5名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

魚河岸の子どもたちが遊んだ
お魚かるたの復刻版

今号の「さんぽのじかん」にご登場いただきました、角田信朗さん公認オリ
ジナルTシャツ。自筆の「男なら損とわかっていてもやらんとあかん時ってあ
るよなぁ・・・・」が背中に大胆にデザインされています。「着てしまうのがもっ
たいない」と部屋のインテリアにしている角田ファンも多いそうです。

若き日の寅さんとさくらに出会える
『男はつらいよ』第1作

公社オリジナルの
東京駐車場マップ最新版が完成！

サイン
入り

1936年初版の「お魚かるた」の復刻版を築地場内の
本屋さんで発見！魚河岸の子どもたちが遊びながら
魚の名前を覚えるように作られもので、
「アンコウ大口なんでも食べる」
など、魚の特長をとらえた
読み札も抜群のセンス！
レトロな絵柄が新鮮で、
魚の名前をあまり
知らない大人にも
オススメの幻の
かるたです。

100名e

100名q

100名w
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